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1 pp-1　　　永峯秀樹纂訳『経済小学　家政要旨　後編』の原典解明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口　彩子（熊本大）

　目的　これまで明治初期の翻訳家政書のなかで最も普及したとみられるハスケル原著、

永峯秀樹訳｡『経済小学　家政要旨』（明治9 （1876）年刊）の原典研究を行ってきたが、コ

スブルとコムの原書の抄訳とされてきたその後編については、未だその原典が解明されて

いない。そこで、本研究では『家政要旨　後編』の原典解明を行うことを目的とした。

　方法　おもな資料として、永峯秀樹纂訳『家政要旨　後編』内藤伝右衛門、甲府（明治

12（1879）年）、原書資料として､Thomas Bull“Hints to Mothers" Longman, Green, &

Co., London（1875）（国立国会図書館所蔵）,Andrew Combe“The Management of Infancy"

D.Apple ton ＆Co., New York （1871）（内閣文庫所蔵）を用いた。

　結果　山梨県立図書館所蔵『家政要旨　後編』版権願出書にもとづき原書を調査した結

果、２種類の原書資料を入手できた。そのうちの１冊“Hints to Mothers" は、明治14

　（1881）年に大井鎌吉訳『母親の教』として丸屋善七より翻訳刊行されている。２冊の原

著者はいずれもイギリス人の医師である。両書とも、妊娠期から幼少期に至る子どもの養

育に関する医学的知識を、両親とくに母親に対して提供するという目的で執筆されたもの

であった。『家政要旨　後編』は、この２冊の原典に基づき、配偶者選択から、結婚、妊

娠、出産、子育てに至るまで、翻訳者永峯秀樹が内容を選択し、配列しながら翻訳を行っ

たものである。その翻訳方法によりF永峯秀樹纂訳jと記されていることが解明できた。

I Pp－ 2 ｱﾒﾘｶにおける大学の紐鮪ｶﾘｷｭﾗﾑのm舷

　○古寺　浩(雌強大短大)，東　珠実|岐報大毬m).渥美美晴｜ｱﾙﾊﾞｲﾄﾀｲﾑｽ)

　　　　　　　　　鈴木真由子(IS大義育).吉本敏子(三重大藪育),田崎裕美(日本大I大(非))

　　　　　　　　　増田啓子(常幹散大Mmｼｽﾃﾑm).村尾勇之(鯨鶴鴇大矧

　【目的】これまで本研究を推し進めるワーキング･グループでは、学会誌分析を通してアメ

リカ家政学研究の歴史的系譜を明らかにしてきた。この間、アメリカ家政学会名称変更に

関連して、1995年にアメリカの家政系大学・学部に対してアンケートを実施し、学部名称

やカリキュラムの変遷、学会名称変更に対する意識の実態を調査した。その際、ご協力い

ただいた大学から、調査結果とともに、各大学の入学案内・カタログ・シラバス等を入手

した。本報告の目的は、これらの各大学のカリキュラム関連情報を資料として、名称の異

なる学部・学科間での家政教育内容を比較するとともに、資格との関連を分析することに

よって、知的認識活動としての家政学研究の成果が、知的生産活動である教育にどのよう

に結びつき、人材育成を通して、アメリカでの家政学という学問が、どのように社会貢献

をしているのかということをを明らかにしようとするものである。

　【方法及び資料】①カリキュラム関連資料を入手した大学・学部を、その組織の名称等か

ら、HomeEconomics系、Human Ecology系、Family ＆Consumer Sciences系等に分類する。

②各大学での開設科目を、日本家政学文献集(第４集)に準じて10の研究領域に分類する。

③各学部・学科・コースにおける学位取得要件総単位数(及び時間数)に占める各研究領域

に該当する単位数の割合を求める。④教育内容と取得可能な資格(取得に必要な科目単位

数)との関係を把握する。⑤組織の名称などから分類した系間の比較をする。

　【結果】①分類した系ごとに、特色あるカリキュラム内容が把握されたが、資格関係の内

容は、その認定団体との関係から、あまり差異が認められなかった。②どの大学・系にお

いても、資格取得を中心とした家政学専門家育成に力点が置かれていた。
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